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区福 類たて
で問３部－ と後の北祉

他し
てない条地

業れわ６保

卒け合西域

先目課線 見ばせ丁健内

込合
み格歯

証証科－

明書保

た の

を交係

書を健

付に

日者 交
校
学

は
又

接
直

）、

金は

え

蘭戸村留、、び

し
若

都内頃り

市井、寿静豊

帯、松村町町も

、町黒
古音足

広大内、、、町
町

、町、平更寄

市野町
南都、、、

苫、寿町町
丹追別

牧茅町積鹿陸

小

、

、町蘭町町町

市部、
八町赤上浦

恵、越、、

測で が点ま 施。準日
庭

、

海 旨

北 た
し） 了量 終

堀

法

事 量

知 測

道

項

成 １

平 第

、 ２

て の

昭

北 規

年 の

道 に

月海 定

堀 北

ら 、

か事 り

日知 よ

てい
しな
出し

提付

日 村

て
し

対
に

者
た

し
験

受。

由
経
を

所
成

養
は

く

は

一し

四て

二

市雲、井士幌

書
証
格

合

セ村町、

、町ニ川幌町
芽別

前厚コ、、音

松、
、部、滝室町

町沢町大

和

、

、 浜

間 砂

第

也 律
法

達 年

の縦
の也 区

般 地

一達 東

す
付
交
を

書
明

証
業

卒
、

。
る



曲葉町台

江２大広樺高

太広目工町２町

別北丁

平 、島、業３丁３

成 豊市大団丁目丁

十 幌新曲地目、目

四 、富中７、山、

年 豊町央丁松手里

十 幌東１目葉町見

北 海

若江

麻町見町王条幌上

、丁葉別

泉、晴、子７

、草１目町東

町野台若

文松元町条、、町

、幌

野上

京並江、１７東、

目６幌江

台町別一丁条

町町、丁本別

、、本番

文野

道 公 報

都都江目町

そ丁中

１２

大

都成市市別及、

の平

計計市び 市

町条元

計年画画緑８麻

のを 画

１丁、

の月種定東８町

類め 図
書日た丁目大

第

変 北

都更

１２３

海

し 道

、
市 作作作

告

平
計 業業業

示

成
画 種期地

第法 類間域

年 昭
１ 号

共成幌月
和 公平浦

号

号 北

帯） 海

第平 道

成

広
告開
条 示発
に年 第建
お 設
い月 部
て 号長
準日

二 花２丁及町４町

月 園丁目び２丁３

二 町目、大丁目丁

十 、、大曲目、目

四 豊虹曲工、山、

日

町町見

幌ヶ中業泉手里

８２地１６町

美丘央団

目丁

町丁丁８丁丁４

咲
及目目丁目

火

泉山、

び、、目、、目

豊大大の

曜

目町南
幌曲曲全町手美

対条、、町

京幌、、１

田ヶ雁２７緑、

台屯向

め

町町丘、丁条ヶゆ

東

丁、み

、、、緑目７丘

西１目野野

文野高町、

寿町１条、幌南

京幌砂

、

緑町、丁３８東町

台

７、ゆ

町、工目丁条町

緑、丁あめ

、野栄、目

代、町２目さみ

元幌町

地、全東

は土目の麻
野

並、

北途の緑部町

、用

道域域東び大

海地区町
麻町

設丁大高

建２に麻

市緑大大

都、、、

部目
町町

画東西北

計町麻麻

課３

町１ 年 測

か
法 量年日
律
適
第 ２月ら

級
基日用

。 第

点らる ）

準かす 号

）平
成

条

る
、す

ら用
か

１１

年第

お第
と法

の同
次

り
をの

量項
測１

共第
公条

は幸工部２町咲

実規

日

目丁野

み町業並丁８き

丁地に、目２

ん２団び

緑目

町目５青泉、丁

ぐ

目町３陽、

の、丁葉町

共

一曲、３丁町東

各大

目、丁栄

部並大丁目２
、丁

１工、白目１

木曲
目団葉町緑目

丁業青樺

条、ひ野

、地町１陽、

江２５萩が東

幌々元西

野町別丁丁ヶ丘町

、木

東東

幌、、目目岡、、

２西野光

美野い、、、

み町条野幌町

幸幌ず緑

、、野西６幌町、

町町

上日

野中、３丁、、朝

、野江町

幌央牧丁目東

町、５幌別、

住町場目

町錦、緑条、、あ

吉、

、、
、町元町７大上け

え、麻麻

備目大大

に丁

、

い北条町町

置６扇栄
麻

一道丁大大

て海５、
樹

の事、沢南

般知目麻
大、

覧堀条、町

縦６町

す目宮麻

供丁麻大

に８

の

月項
り

海よ

北でに

ま定

日規
を

画

堀計
市

事都

知、

道

通 旨る
るよ

すに
施定

次

っ 法あ 量が 測知 、
和。 昭た

目３共

大６４丁町東

年

２

並目目、丁栄

曲丁丁
２川１町

、

木、、白目

２川条丁東丁、

条花３

樽、港

丁南１目、目新

条目花川八東

目９丁、

２丁

花２、畔、幡２

、

東丁川江ぼ
川丁緑、樽

幸、４目通別の

野、町

、

末町弥丁、、西町

幌

花

、、

広、生目６野町
川３川

条花条花条花条

南丁南丁南

３川１川４

６目１目４目７

丁北丁

２

、条、条、条、条

目

丁川丁

花５花６花２花

る達、町新
川丁川丁川

麻大

也条大、

。７、町
丁川

大２元厚町４花

８
狩本目北

曲丁町の石、

丁一市町、２

柏目１各

３大目部花、花条

葉、

町北丁

丁曲、畔浜川４

り

也お
と

達の

目工輪１

丁ヶ

町目丁虹大１１南

緑目目丘

西、目ヶ曲丁

西７ヶ、、３

１美、丘

目３の丁丘大大丁

丁沢

並、

、丁里目２曲曲目

第
律

法

新目北、丁末

、２

目５目央

丁町丁中

共、穂目

東目稲丁

、丁

丁目

３日東中

栄朝町、

台畔５目、

南目苑花川

港

条花東１条、新

８、

１丁幡東

３川３条１八

目９２丁目４３

丁南条

樽目目

、条丁目、丁丁

丁、花川、、

花３目、

生港

南目緑畔６北新

川

台条１振東

８、苑２条

目
４川東１丁、４

条花

、６、

北目南目南目南

花条花条花

５、１、２

川２川５川１川

条花条

７

丁北丁南丁南丁南

１

条、条

目７目２目４目

１花３花３

、条、条、

丁川丁川丁川丁

花１花

、

北目南目南目南目

川

花条花

６、１、３、６

川２川２川

条花条花条

、業厚条、１目
１川３

川５花

大団元２花条、

３２目北丁川

曲地町丁

、２

葉丁丁及１目北

柏

、新１花条

４目目び条

丁

目希輪港丁川５

丁、

１、１目

、望厚東目北

曲丘央丁花条、

大ヶ中

北丁川

柏１１目川６花

３大目広木大
葉丁丁の

町北丁曲、２３曲

富、

目ヶ

西の目、大丁丁南

緑、、丘

２里、大曲目

の光ヶ大大４

丁、西曲

、栄里１丘曲曲丁

目共

央、

新、東丁３末中目

目３３大

富中１目丁広

目大、丁丁曲

町の丁、

３、、曲大目目南

西沢

央
丁富西光曲、、ヶ

丁町
、目

、丁目丁

目５丁３

町朝穂中

栄、稲、

共目

丁

丁町東４

１日町央

目６
、中

共目目、

、丁丁目

丁目親丁

町稲稲央

栄、

目９条目、船目

丁南３

川１新

、条３、樽東、

丁目畔７条港

花４丁花

丁１

南目、３条２南

川

苑１丁目丁

８、緑条１

条花

一 ５川台丁目、目

四 丁南中目、親、

三

川東港

目９央、樽船新

５丁畔９２南

、条１花

丁南
川丁目４条条２

花

目５目７

丁北丁南丁南

、条、条、条

目７目２

花２花２花１花４

、条

南目

川丁川丁川丁川丁

３、６、

北目南目南目

条花条花条花

６、１、

２川４川３川３川

条花

目８

丁北丁南丁南丁南

、条、条

目７目２目５

花３花２花１

、条、条

川丁川丁川丁川丁

花３

条、３

５目目全１目北

希輪並２花条

丁、、部

北丁

、望厚び丁川３

目

央横、２目

大ヶ中に目

花

工２４町花条、

曲丘

親北丁川

業丁丁、川２

地、、船１目北

団目目

３花条

１希輪町条、４

ヶ中弁丁川２

丁望厚、

大丘
、丘央天目北丁

目

ヶ曲曲５

目ヶの２緑大

東目丘末南丁

、岡里丁

富西４、５広ヶ目

新、

１大

町の丁大丁４丘、

、目丁曲

西里目曲目丁

虹３大、目柏

４、、光

目のヶ丁曲大、葉

丁西

曲丁

、里丘目緑曲大１

丘広南目

美北１、ヶ末

目曲７５ヶ、

沢１丁大

丁目、緑丁丁丘大

１丁

西目

丁町町丁

２穂穂５

共丁丁中

、８５、

目東
稲丁

町、、６

栄目目央

目町町、

丁穂穂目

３稲
丁町

共９７富

、東西新

条１２丁

町目目東

栄丁

９、緑１丁丁目

南目、

、、新

条緑苑丁目目、

台中、八船港

１苑台目

目
、

目東央花幡場南

丁

、７、

北目南目南目南

花条花条花

６、１、４

川５川１川１川

条花条

８

丁南丁南丁南丁南

３

、、、

目１目２目５目

条、

大３５町、２目
、

目新川３花

曲丁丁、花

北

業、及町北丁川

工目

仲条、４

団輪び、１目

、虹ヶ目目２曲
地厚輪

葉

、西ヶ丘、、丁柏

目

曲、２

美の丘１大大目

目末幸大丁

沢里６丁曲

２目、広町曲目

２北丁

稲中丁

４、、１

、、

丁
新

、町１、

目穂央目

丁

目富

共東丁

栄

、



３４

約海海札

次格契北北入

有が条道道執

の平を道
す行項帯帯行

い成
ず

土場

れ年るうを広広の

す東木所

に北こ指示市

。競場３現及

も海と名

該道

北 海

１２
に

札調車調納納札

入入

を標を入入参

に達載達
る期場す

すす識す加

付

所者

事物置物る

るる装

項品品限

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成

石

帯 狩

お 広 中

り年 土 央

一 木 信

般月 現 用

競 業 金

争日 所 庫

第

定２ 北

昭）売 海

の平り 道和
一成さ 告 縦

ば 部 示年 覧

を年き 第

人

北 に

次 海 供

の月の 道 す

項 よ 号告 る
都う日

号

目志樽

丁び小

３及

平、美市

成新の銭
十港各函
四西一４
年１部丁
十

日

当告争所条業び

丁目

第札３企時

す示入南所

に丁画

る
こ
。又す１務

と号関目総

名務

平指地総

はる番部

を課

成

必

等等に

海さ

北止

年停

な

名基仕平北要

の４の

道資

称様成海

及等
入月土

数３広

び年帯格
所

明業

説日現

札７木

量

入

海に長

北書

告

札 示 道

第 昭

帯以 ５

下

和

号 広
土入

札 木

狩と

石同」

現

中い

業
信。

央う

所

計改
第 市に

示

画正

図る
号 のす

り収 お道 と海 の北 書。
の

紙
証 ）入

二目及

月、び

二新銭

十港函

四西５

日

新一

、各

目の

丁目

２丁

火

西
港部

曜

い

第な

示い

告て

道れ

３

る
す
定
規。

にと

号こ

９

定

帯る指

道よが

の
品
物

業所

現場

木る

土す

広。

金を

用）

山
秋

長
所

告
庫実

示

。

支支る

幌形す

野月施 り
売

元

。
る
削
を
」
店店

事 及

知 人

道 き

海 ば北 さ

丁

ば
さ

り

堀 売
び

日

、
目
丁
１
央
中
港

新
、

目

資
の
入
購

中
港
新

で約

る捨税相者契

アイ
す札あに

落額て事当落

金者る者る関

札をた業

俊

算額で金とかす

決加

一

９

開に入

財て契要そ号

っ

金

規札 札書掲札

務入約

の 則の 作げ

効の入に

第時 有成る額

６７８

交交便便札

う入郵郵落

にはの

）説等又者

。札
書よ電決

第明付付

の場方る報定

５
指

也 の
人

達 き
入保第

開開入以証入

札金札 札
保 札札にを保条 下

日加付金７ 消 参納証の

目
丁
４
央

場

なをる

定 場日

札札

入入

るをっ申事

にし）あ額

金もか入たし務

当たを

担

っ額っ免札者出を

た
てて税書はる
とす

は当落事に、こ当

載札。る

、該札業記落

額格です決組

入金価者

後の

書にとある定織

札

るかと速名

に１するこ

に

載未のを。や称

記円

な要札係
消 第い 入否他及る 条お

税 項、 にこ費 １て 札び
の 規に る公等 の２ 限の
扱 に定 ）に取 定規 。告

る りる ためい よす し定
を 落札 め格 を入 定資 者

法札よ法 か交入に方 条
関入 第にる ら付所

札 す北北
道道場認

条る海海のは

でな

で項帯帯所め

ま事

付。

定市土交い

の広広
条業る

る３現す

め東木

納び 税 しすの及 証費

と

うこ付北 等 所時金よる

す。免道 と ととの海 」
者、務 う ににる除財 い

則 ） じじは納規 。 同同

当 そ方

相 。。、付

を 者等和 額 の法昭

含 のは

海海成

北北平

所時

道道
市土月

広広１

帯帯年

東木

満で問か及

条業
３現日

ず消所

れの、わにび

さ

地

金数札、費在

た端入

にあ参積等

額がに見税

該とすっ課

当る加もの

額は者契事 金きるた税

そ、金者 の、は約業

の消額で

予有 札に た

端費のあ 分

する 価な とす 定し 者関

制の 。件 の者 る条 格い
し 範入反 のた違 限しに

務札 で財入 内、た 囲札

画

ろ３企

こ南所。

は 最

番部

る１務

よ目総

に丁

北 む 見、年

課
務

地総

。

っ自道 ） も方海 。 積地

た治規 の
契法則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

３議後

南会午

及年財 る

目時

丁室１

１
地

番分

一
四
四

る の数税

か ５

税 相の 額に免 に分 金等
を係

事 当切る

の則、 低規

すり課に業

効 価第無
と 格

政務 額

。

も各る
す を条

の
方第則 上
地令規 以
び

」 消
税札）い

費号と 入



を
１
収

．

平 入総

成 及

十 び

四 支括

年 出

十 の

北 海

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

道 公 報

平自

理主 治管檜民 金由 資 政

党 成

道 届海 山 体 団北 団政

檜 体出

第

１

は及

の細入総

こ詳収
．

札出

の入支括

札、び

入
行説の

執

号

及 在札
入

名所の
こ

アイ
称地契

び

二 あ表

月 る

二 団

十 体

四
日

火

曜

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の 支山 者

耗

備消 支常

費
水

職） 年庁 名公党 の支 氏

部 類支 種所一 名の第 ・
） 称分

報年
月

告日
収総

収

、書る

は明あ表

道
公に団

選

する
開よ体

挙 る。

管 。

理
委
員
会

海便話調

北郵電、
は

約

広続

帯号号手

道番番達
の 土

停
止 － 木－
現

等 － 業
所が
有 企北

日

計

費費
所

務
事

経
品費

品 入額

織費
動

組活

出

入

前繰

・越

年額 支
出本収
入 の

年額

支総 総
額

出額

告
示

り
線 務帯る 内 総道得

画海
部広。

総市
務東

番
１
目
丁
３
南
条
課３

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
誌業

紙事

関の費
伝費 の

業 誌 治宣事 紙 の

発

翌繰
越

年額
数 費

会

員

・

額

費
党金

個特 収

公成
の平
旨
要

表
年
平

び
地

成月

北

政支光 海

出信 道

にか

治
選

関ら

資
挙

す訂

金
管

る正

規
理

報の

正
委政パ 行治ー

テ 資 そィ ）金ー
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

定 人寄

分付

法そ団 寄）
の体 他

人の分

政団

入

体

治分

小あ
っ

委
理

管
挙

選
道
海
北
年日

告報

法

告海

会北

員

員

書告 会

にが

昭
告

つあ

和
示

いっ 第

法てた

年
律、の
自で 号

由、

第
民同

第
党第 ）

主法 号
北

一
四
五

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

附名
匿
党

政

の）
計

内

入
収

業
事

挙

第選

示道
管

委 部会 一員 の委 ）理 号
と
の長 次員 を
お

海条

項
山定 １
檜規 第

道の 条

き 定
第づ 規

庁基 の
支に

の治 づ
部政 基

支、 に
一

責の 治
計体 政

会団 く

無
」

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の

団

。之 る
す康 正

訂橋 り
告 収三報 の

者支 体
任収

及の 村書 入田



１
．資 政

収金 入総

理

治管

及

団 び

体 団

支括届 出体出 の

北 海

びが 北

政支あ

に

海

出っ

改

道

にた

治 め

選

関の

資 る

挙

すで

金 。

管

る、

規
理

報同

正
委

告法

法
員

書第 会

道 公 報

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

第

平自
党 成 理主 管檜民 金由 資

道 届海 山 体北 団政

檜 出

号

政

平治

成
十団
四
年体 十

氏
者

あ表

名公 の る

・職 団名の 体

総

告日
月

報年
） 称類

種

収

収

昭
に 告和
つ条 示

いの 第年
法て規
、定 律
開に 号第
拓基
くづ
りき 号
）や、
ま政 第

治
の団 条

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の 支山 者

耗

備消 支常

費
水

・職） 年庁 名公党支 氏
）分部 類支 種所一 の第

年
月
日

収総
二の 月
二

名 十
四

称 日

告
報

火

収 曜

年額 支

越 ・

前繰

入入額

支総 総

年額

の入

出本収

出額

額

会体 第
１計の
責収 項
任支 の
規者報
告 定
藤書 に佐
基の
要 づ孝旨 く行

か公 治

の 政
ら表 団
訂 体

計

費費
所

務
事

経
品費

品 入額

織費
動

組活

出

前繰
越

年額

本収
入

年額

支総

出額

入 日

額
越

翌繰

額
総

の
出

支
・

数 費
会

員

・

額

費
党金

年
個特 収

入
の成 収
正平 の

報
選成
道平
海
北

及告年

挙
管年
理
委月

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
誌業

紙事

関の費
伝費 の

業 誌 治宣事 紙 の

繰

発

越
額

数
員

額
金

収
費

会
・

費
党

年
翌

個特

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

員
第
示
告
会日

）
号

の
一
部
次海 を北

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

定

調研
計

費

小 業

内事の

人寄

分付

法そ団
）

の体 他
人の分

政団
体

治分

小あ
っ

匿
党

政

の）

計ん
せ

入
寄

入
収

業
事

内

計
合

附名

道 の選 と
り管 お挙
理 訂委 正員

長
員 。委 る会 す 訳附金

付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計

附
の

入
収

業
事

一
四

内 六

訳金
入

借

橋
康 無

」

之

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の



泉

平

本部交

勝

成 文部か十 ・ら付

四 支の金 ・

年

そ収 町十

北 海

平開

成 理

治管拓 空 金
資 政

り 管 届

金 知 体 団く 団資

体出理

道 公 報

を
１

の
出

支括
び

及
入総

収
．

第

文部か
本部交 拓勝

泉 開
り町

支の金 ・
く・ら付

そ収

号

成

空

平

管
金 知

資

の

理

二 他

議

月 会の入

二

議十 人

四 員件

日

費
水

熱
光 経

費 ）

火

備消 支常

曜

名公体 のや 氏支団

者

耗

類
種所 名のま

・職） 年

称分 ）

報年
月

告日
収総

収

る
あ表

体
団

人 議 ま
会の入

や他

議の

員件

）費

経光
熱
水

備消 支常

費
耗

品費
品

分

所

） 年

体

支団

日

組活

出

計

費費
所

務
事

経

入額

織費
動

入

年額 支

越 ・

前繰

出本収
入 の

年額

支総 総
額

出額

品
所

務
事

経
品費

費費
計

組活

出

動

挙費
係

選関 政

織費

関行
機発

機
誌業

紙事

関の費
伝費 の

業 誌 治宣事 紙 の

越

翌繰

発

年額

党金

費

額
数 費

会

員

・
個特 収

選関 政

係

挙費
機発
関行 機紙事
誌業 関の費

業 誌 治宣事 紙 の

の
発

伝費

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

定

調研
計

費

小 業

内事の

人寄

分付
の分

他体 の
法そ団 寄）

治分
体

政団

人

っ

小あ

入

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ

他そ事

の
の 活業 他 の

調研
計

費

小 業

内事の費

訳附金
付

寄交

査費 動

究

そ経

一 の

四

の費

他

七 費

部交
本の

計支付

せ

計ん
合

附名
匿
党

政
）

計
入

収
業

事

の
内

究

動
そ経

訳附金
付

寄交

査費

の
他
費の費

部交
本の

計

へ）
部金

支付

金
入

借

等況

産状

資の

訳

無
」

へ）
部金

等況

産状

資の



部交
か付 ら

の金
収

北 海

自

部

主本

民 分胆

由 年

そ 道
海支 振北・ 政党

道 公 報

１
．資 政

収金 入総

理

治管

及

団 び

体 団

支括届 出体出 の

第

び二 北

政

に

海か 支 改

道ら 出 治 め

選訂 に 資 る

挙正 関 金 。

管の す 規
理報 る 正
委告 報 法
員告が 会

号

平
成
十
四
年
十

入
人
件
費

熱
光

水
費

耗
消

挙 ）の 選 党他 九 支の 第
部

支

所区

経
常 支備

氏
者

あ表

名公 の る

・職 団名の 体

総

告日
月

報年
） 称類

種

収

収

あ 書 昭
告っ に 和
示つた 第

て 法の い 年

で 律、、 号

由同 第自
法

）主第 号民
党
北条 第

の
道規 条海

二
月
二
十
四
日

火

曜

品
費

事
務
所
費

計
活
動
費

経
品

費
出

組

額 支

越 ・

前繰

入入額

織

総 総

年額

の入

出本収

年
出額

額

支

定 第第に １
区き 規挙づ の選基 項九

の治 基部政 に支、 定

団 づ会体 く計
任収 治責の 政

支 団者報 体

日

関
係
費

の費
誌業

紙事
関行

機発

選 政

伝費
業

宣事

挙
機

誌 治
紙 の

関
の

額

費
党金

年額
越

翌繰

発

数 費
会

員

・
個特 収

雄要

入の
村 収書

田 の告

表成
公平
の
旨

及
平年
成
月

金ー
ィ 資テ 治ー

政パ
研

計
小

の費
他業

の
そ事

の
そ

行
他
活の

費
業

内事
調

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

年
員
委

理
管

挙
選
道
海
北日

会
示海

告北

究
費

交
付
金

費
経

本の
部交
支付

動
訳附

寄
査

そ
の
他

党
政

の）

計ん
せ

計
費の

入
収

業
事

内

計
合

附名
匿

第道
選
挙
理 ）管 号
の委 一員

委 を会 部
次員 の長

お
と
り

一
四
八

部金
へ）

況
状無

の

」

訳金
入

借

等
産

資

訂橋
康 す

正

無
」

之 。
る



自日
本 年由

平 共 分民

成 産 主

十 政党 胆党四 北

年 海苫 振

十 道小

北 海

に
、

金
付
交

本

を 部

供 又

与 はさ 支れ 部

道 公 報

党部か

主本部交

民
由

自

収 道
海支の金 北・ら付

そ

第

政

理

治管分胆 金年 資

体出
届

振 体 団団政

号

を
１

の
出

支括
び

及
入総

収
．

二 第 支牧

月 地 九

二 党選 所区十

委 ）挙

四 区

日

由本

自日

部会

支員

火

主産

民共

曜 党党

た か政 ら治 供団

与体

さの
名 れ

称

交
た
付交

金付

に金

る供

係を

人 区
挙

の入 選他 九の 第

費

部件 支

経光
熱
水
費

常 支備消
耗

・職）

名公党 の氏支

者
月

報年
） 称類

種所 名の

収

収総

告日

北北

体
団

る
あ表

日

連会

部員

支委

道道

海海

会
合

収与

入し

のた

内政

訳治
団
体
の
名
称
金

品

経
品費

事
務
所

費費
計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

出額

額

支総

自
」

主

分民

年由

政党 胆

北

額

を

付
交
金 本

を 部

供 又

与 は

政選関
係

挙費
機発
関行 機紙事
誌業 関の費

誌 治宣事 紙 の

業

の

党金

年額
越

翌繰

発
伝費

数 費
会

員

・

額

費
個特 収

海 振

第
道

支

党選
九

所

民
由
自

部
支

区

）挙

さ 支れ 部た か政 ら治 供団

与体

さ

名
の

れ

称 た
交
付交

に金

金付

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ

の
そ事 他の 活業 他 の

計

費

小 業

内事の費

調研

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

連
部

支
道
海
北

党
主

一 合

四 会

九

係を

る供

収与

入し

のた

内政

訳治
称

名
の

体
団

金

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の
他
費の費

部交
本の

計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

）
無

」

額

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の



を
１

及
入総

収
．

び
支括
の

出

北 海

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

道 公 報

自

理主 管民 分胆 金由 年 資
出道

届海

振 体北

団政党

第

に
改１

め．政

。入総

る収

治

び
及

団

出
支括

体 の

号

本

同日

平共 成産 十
党 四

年苫

十

あ表

小

る
体

団

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の 支

第 者

耗

備消 支常

費
水

挙 ・職）

選 名公党

九 氏
）部 類支 種所区 の
年
月
日

収総

あ表の

団
る

名 体

収
告

報
称

二牧

月地 二区 十

委 四
日

由本

自日
会

員

火

主産

民共

曜党党

計

費費
所

務
事

経
品費

品 入額

織費
動

組活

出

前繰
越

年額

本収
入

年額

支総

出額

額
総

の
出

支
・

入 本北

日

会
員

委
道

部海

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
誌業

紙事

関の費
伝費 の

業 誌 治宣事 紙 の

繰

発

越
額

金
額

員
数

個特

年
翌

」

党

か公費

ら表・ 訂平

正平成会

の成費 年 報
告年収

が北月

び 北

政支 海

出 道

に
治
選

関
資
挙

す
金
管

る
規
理

報
正
委政パ 行

資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

定 人寄

分付

法そ団
）

の体 他
人の分

政団
体

治分

小あ
っ

あ海
た選
っ道日

寄

同委
、理

で管
の挙

入

告
第会

法員

海

の第北

条示
規

告
法
員

書 会

に
昭
告

つ
和
示

い 第

法て
年

律、
自 号

由
第
民

北 第
党 ）

主 号

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計
入

収
業

事

道

に選 号 定

の

部 き理 一 づ管 の 基挙 ）
、委附

と 団委 の 治会 次 政員 を
お 体員内

訂 収り の長

報正 支
海

挙 の
選 項

九 １
第 第

道 条
支 定
区 規

一部 に

五の 基

〇

任 治
責 政

計 く
会 づ

無
」

へ）
部金

金
入

借

等況

産状

資の

要
の康 。 書る 告橋 す

訳

収山 の大 体
者 団

の
旨之
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を

自自交

由付 由平 金 民本

成 を 民 主部

十 供 党又

与四 主 北はさ年 海支れ十 道党部

北 海

に
、

交

年 付

分 金 本

を 部

供政 胆 又

与 はさ振 支れ 部

道 公 報

本部交

部か付 ・ら
支の金

そ収

第

自
主

民 分胆

由 年

道
海

振北

政党

号

届
体 団団

理

治管
金

資 政
体出

た二 第か政 鵡月 九ら治二 選供団 川十 挙与体

四 区さの 支

日 名 支れ

称

金付

自自付交

交

部部た

由由

火

主主係を

民民に金

曜 党党る供

た支 か政 ら治党 所 供団

与） 体

さ

名
の

れ

称

係を

に金

金付

付交

交
た

る供

の
他
の入

人
件
費

熱
光 経

水
費

耗

備消

常

の挙 職）

選 公党

九 支

第

）部 類支 種所区

総支

月

報年

称
名

・
名 の氏

者

収

収
告日

北北収与

日

内政

道道のた

海海入し
体

連選団

部九訳治

支第

金

部称

支名

会区の

合挙

訳治

内政

のた

入し

収与
金

称
名
の
体
団

品

品費
事

経

務
所
費 費

計
組活
動

額

織費

繰
越
額

収
入
額

総出

額

年

の
出本

年 支
・

前

入入
出

額

支 総

額
び

」

北

政支

に

海

出

改

道

に
治 自め

選

関 由

資 る

挙

す
金 。

管

る 民規
理

報
正
委

自同

額

主

分民

年由

政党 胆

北

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
誌業

紙事

関の費
宣事 紙
治誌業

の伝費

発

の

特

・

額

費
党金

年額
越

翌繰
個 収

数 費
会

員

告

主法
員

書 会

に
昭 党

告

つ 鵡和
示

い 第

法て 川年
律、
自

支

号

部由
第
民

海

民北 第

由党 ）

自主 号

振

第
道

支

党選
九

所

民

由由

自自

部
支

区

）挙
民

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

小 業
事の

費

計

調研

定
寄
付

団
）

体
分

団内

体
分

あ
っ

入

人の
他

の
法そ 寄

分
人

小
治

政

主海
項

海九 １

北第 第

党道 条
支 定

九区 規

第挙 の

道選

選

一 挙部 に

五 区の 基

一

任 治
責 政

部計 く

支会 づ

支
道

海部

北本

党党

主主

会
合

連
部

究

動査費

寄交
付

附金

費の費

他
の
そ経

本の
部交 計支付

せ
ん

訳

）

内

計
合

附名
匿

党
政

の

計
入

収
業

事

者 団
体大 の山 収

」及馨 入

」

部金
へ））

金
入

借

等況

産状無

資の

訳



金
資 政

総

体 団団
理

治管

括

体出
届

北 海

を
入

収
．

１

交及

付び
支 金

出

収の

道 公 報

部か

主本部

民 胆

由
自

道
海支の 振北・ら 政党

そ

第

１
．平 資 政

収金 入総

理

治管

及

団

成

び

体 団

支括届 出体出 の

号

訂
ら表

か公
正平

平の成
成報
十告年
四が北

年あ海

十っ道

氏
者

表

称類
種

名の
・職

名公 の
収

収総

告日
月

報年
）

あ
る 入

体
団

消
耗

挙 ）の 選 党他 九 支の 第

費

部件 支

所人 区

経光
熱
水
費

常 支備

氏
者

あ表

名公 の る

・職年 団名の 体

告日
月

報年
） 称分 類

種

収

収総

二た選

月の挙

二で管

十、理

四同委

日

告
第会

法員
の第

条示

火規
号 定

曜） に

年額 支

越 ・

前繰

入入額

支総 総

年額

の入

出本収

品

出額

額

費
活
動
費

経
品

事
務
所

費費
計

出

組

額 支

越 ・

前繰

入入額

織

総 総

年額

の入

出本収

年
出額

額

支

の 基

日

の 治次 政を 、部 き一 づ
正 支訂 収り のお 体と 団

書る 告す 報

・

額

費
党金

年額
越

翌繰
数 費

会

員
個特 収

費
係

関
費

業
事

行
発

事
業
費

政選
挙

機
関 機紙
誌 関の

誌 治宣 紙 の

の伝
発

・

額

費
党金

年額
越

翌繰
数 費

会

員
個特 収

成
平

の
旨
要
の。

年
月

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

パ
ー
テ
ィ
ー

小
費

業
事

計
研

政 行治
資 そ
金 の
そ 他の 活他 の

内事の
業
費

調

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

海
北

日

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

究
費

交
付
金

経
費

の
交
付

動
訳附

寄
査

そ
の
他
費の
本
部 計支

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合 会
員

委
理
管
挙

選
道

一委

五員

二長

訳金
入

借

金
））

無
」

部
へ

訳金
入

借

等況

産状

資の

之
康

橋



１

平． 交

成収 付

平 入総 金 本

成 を 部年及

十 供 又分び

与四 は支括 さ年 支出 れ十 部の

北 海

民由

成由

平自自

を

民 年主

政党 胆

海

主 北

分

振

道党

道 公 報

に
、

金
付
交

本

を 部

供 又

与 はさ 支れ 部

第

党部か

主本部交

民
由

自

収 道
海支の金 北・ら付

そ

号

成

胆

平

振

政

た二 かあ表 政月 らる 治二 供団 団

十 与体 体

四 さの

日 名 れ

称

金付

付交

交
た

火

係を

に金

曜

第

る供

支

党選
九穂

所

自自

部部

支

支 区

）挙別

党党

主主

民民

由由

た か政 ら治 供団

与体

さの
名 れ

称 た
付交

交
金付

に金

係を

る供

人 区
挙

の入 選他 九の 第

費

部件 支

経光
熱
水
費

常 支備消
耗

分

所

） 年

党

支

収与

日

体
団

訳治

内政

のた

入し

支道

蘭海

室北

金
称
名
の

部
支
区
挙
選

九

部第

収与

入し

のた

内政

訳治
団
体
の
名
称
金

品

経
品費

事
務
所

費費
計

出

組活
動

織費

っ道平

支あ海

びが北
額

にた選成

出
関の挙

すで管年

る、理

報同委月

」
北

政

に

海 改

道治 自自自め

選

由

資 由由る

挙金 民民。

管 民規 主主

理正 党党

委 北北

額
政 胆

政選関
係

挙費
機発
関行 機紙事
誌業 関の費

誌 治宣事 紙 の

業

の伝費

発

告法員
告

書第会日

に
いの第

つ条示

て規
づの 藤基） 工に号 、定

海 を 後、北 部 雄き一 清

主法

次 援政

員 海海

会昭 道道党

告

穂和 第第

示 九九

第

法 挙挙別年 選選

律 区区支

号

部部部

第 支支

民第

由由由）

自自自号

民民

振
支

党 所

）

政パ 行治ー
テ 資 そィ
金ー の
そ事 他の 活業 他 の

内事の費
小 業
費

計

調研

体挙 と の団選 の 会治道

訂 責収理 り 計の管 お 会
告会 す 者報員 正 任支委

松る一 並。 書委

五 の員

三

幸旨 正要長

か公
の

主主主
海１

室本北第

党党党条

九規

部第の

支道項

蘭部

部く

支づ

区基

挙に

選定
治

政

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経
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他
費の費
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部交 計支付
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之
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報
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団
体
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収
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入
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無

」

部金
へ）
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産状
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成清
藤藤 釧

工 平工
雄 管・

金 路雄 清 資

市 理

北 海

を
１
．資 政

収金 入総

理

治管

及

団 び

体 団

支括届 出体出 の

道 公 報

の金

・ら付 部か
本部交

そ収

支

第

平工

成清 理
管藤藤 釧 金

資工

管・ 届

金 路 体雄 清 団資

雄 出

市 理

号

政

平治

成
十団
四
年体 十

職）会 年

公体後議 支団

） 分会 類員

種所議 の援

）

）

総
氏

者

あ表

名 の る

・ 団名 体

称

月

報年

告日

収

収

熱
光 経

費
件

人

の入

他
の 支団

者

耗

備消 支常

費
水

職）会 年

名公体後議 氏

分会 類員

種所議 の援

・
））

年
月
日）

収総
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二
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四

称 日
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報

火
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越

繰
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収
入
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総
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の

年
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出

計
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所

務
事

経
品費
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織費
動
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出

越
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年額

本収
入
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出額
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総

の
出
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・

特

・

額

費
党金
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越
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係
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個 収
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会

員
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関行

機発

機
誌業

紙事
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伝費 の

業 誌 治宣事 紙 の

数
員

額
金

額
越

繰

発 収
費

会
・

費
党

年
翌

個特

定
寄
付

分
体

団
分

体
団

）
っ
あ

の
法そ 寄

分
人

他
人の

入

政
治

小

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

定

調研
計

費

小 業

内事の

人寄

分付
の

法そ団
）

体 他
人の分

治分
体

政団
っ

小あ

せ

入
寄

ん
）

内

計
合

附名
匿

党
政

の

計
業

事
収
入

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計
事
業
収
入

附
の

一
五

内 四

訳金

無入
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へ）
部金

等況
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政成
平

平

治成 政 釧 年

十 団分

四 路

年 体

十 支

北 海

政
の のパ 体 附定 団 寄特

治
称ィ

訳テ 名

内ー

道 公 報

政平工

治藤 成釧

団清 寄

路

の分 体雄 附年

支

内の後

所

称会

訳名援

第

、
に

収
金

付
交

号

そ
支の

・ら
部か

本部

の二
月 党 所 名二 ）

十 称

四
日

定
特

火 パ

曜 ー

要

の附概

一寄区の

同ー

寄
の寄氏

ら
かの分

者者

５

名 間者 年・ で附 附名

の附人の

一寄区法他

同
ら

かの分の体

者者そ団
業 名

寄路事

の寄氏釧理

年築会 ・ で建協 附 附市

５計

名 間設 者

入
消
耗

水
熱

光 経

費
件

人

の
他

の
備 支常

費

テ日

にの
価入

対収
称

名
の

ー

額

る
え

超
を金

円
万の称

も

所 理・ 管所 金 ）住 資 の

金

円
万の称監

地 体在 団

超
を

え
る
も額

市 管所路 金 ）住釧 資 の

地 体在 団所 理・

品
費

活
動
費

組

出

計

費費
所

務
事

経
品

織

者 の
た 価

対し
る額

係金

の

」

）

催
開

を数
払の
支

出旨平

敏 政支、要

び明
か 資路 にの成

弘 治釧

金政 関公
訂 規経 す表年 ら

正文 る

を

）

報平月 正

北 め

海 る

道 平工。

選 藤 成

挙 釧

清

管 路雄 年

理 分支後委

費
係

関
の費

誌業
紙事

関行
機発

関
機

挙
選 政

伝費
業

宣事

発
の

誌 治
紙 の

の 法化

所
場

研 告成
日 報 究 昭書
つ北 が 会 和に年 告
の

法計 て道 っ 会 年い海 あ

第任 自挙 の 律責 、選 た
者 由管 で

民理 、
員北 法 部 ）
主委 同 阿 号

健 北会海 第 第
党

所援

会
員

会

示
告

個

第

人

号

清
井

石

金ー
ィ 資テ 治ー

政パ
そ事
の業 他

の費
小

計

業

内事
の 活

他
の

そ
行

研 調
費

一
五
五

海告道
挙 の 第、 道示選 条 条一

管 規 １北 第第

村 十

理 定 項
規） 人 選委 に の号 直 三
合 区会 づ 定の 連 挙員 基

員 、 基部 後 支委 き に一

く次 会 の長 政 づを 援 部

団 政の の 会治

行

責体 治と 会 計 市
路
釧 費

経
金

付
交

費
究

の
交
付

費の
他

の
そ

訳附
寄

査 動

部
本
計支

収 体り 責 任橋 の 団お 計
報 宮正 者康 の支訂 任 者

原書る之 入須告 野す 収

改
に

」

。 及

金
）

無
」

へ
部

等況

産状

資の



直直

村村

北北

の合合 他連連 の人人 そ

援援 政後後

北 海

民部

政成由支

平自区

政主 治釧

北 団分党

年

路

道

体海

支

道 公 報

直直直特

村村村

北北北

連連連パ の人人人定 そ

後後後テ の合合合ー 他

援援援ィ 政

第

部政

支由支路

区自区釧

部民

研 管 北化

金 党文

主資経

道究 理 海

号

由支由

自区自

平民部民

成主主
十党党
四北北
年海海

十

北北

）
体

団会会 治 道道

路幌

釧札

人人

直直

村村

党十
第 の

政政

所

由経
自政

挙

称選

）三 名

ー

パ党ナ
主ミ 定民セ

特

の 団会会会ー 治

海 ー

北

村村村

北北北

要 ）概 体

年

釧札新

人人人

直直直

十体

第会 団

政政交

路幌

経路

政自政釧

挙
選

三）

ミ主ミ経

セ民セ政

経由
海研

ー北ー化

ナ党ナ文

二第第

月十十

二三三

十選選

四挙挙

日

主

民セ民

由経由

自政自

主ミ

火

北ー北

党ナ党

曜

ナナ

ミミ

セセ

経経

海海

ーー

名挙
選 の

三

ー十
第 テ道

対収

部

称支
区

価入
にの

ナナ

ミミ

セセ会

経経礼

ーー 選交

三年

十新

第会

道究

部
支
区会

挙礼

道道

日

挙挙

選選

三三

十十

第第

部部

支支

区区

中

市市

路幌

釧札

係金
る額

支者
の
た 価

対し
の 払
を数

市 催路

開釧

中

市市市

路幌路

釧札釧

町
津市

標路

中釧

場

」
区
央

市市

路室

釧根

を

」

区
央

。
る

め
改
に

所

一
五
六



遊で平

の 遊のの

条務た
正 機技、成

適 技

平 化 の機同

成 等 認の規年

十 に 定型則

四 関 及式第月

年 す びに９

十 型関条日

北 海

北 め

海 る

道 太。

公 田

安 一

委 男員 後会

援

示
告

会

道 公 報

政平

田治成

太

釧

一団 寄

路

の分 男体 附年

支

内 後の

所

会称

訳 援名

第

政平

治成釧

団 寄

路

の分 体 附年

支

内の

所

称

訳名

号

要 北

政旨 海

の平 道

公成

治
選資
表 挙金

年 管規
平 理正
成月 委法
員

年日 会る

二 法 式す第

月 律 のる１

二 検技項

十 昭 定術の

四 和 等上規

日 にの定

にり
法 す格よ

年 関規に
第 規適公

律 る

火 則合示

しす北

曜 昭てる海 号

第

政道

治

号 団公

体

安

水
清

委 会

員

会
人のの附

法他一寄区

同
ら

の体かの分

そ団者者
附 会附名

水寄

清の寄氏

５

名 間者 年・ で

の分

者者

の附

一寄区

同
で附 附名

寄
の寄氏

ら
か

選５

名 道間者 海年・ 北

北
昭
告

海
和
示

道 第

法選
年

律挙
管 号

理
第
委

告 第
会 ）

員 号
示

和い。道 ）

第 条

日 る公 第

年旨安
会 ４

家検員 第

国の委 条

安委 項

公定
営定

員俗長 検

委風員 の

野 う

則等い

規業佐 を

会
４規。

第の

告

示 超
を金

円
万の称

町
路
釧

え
るそ も額 の

・ 政 路所 の 釧）住 他 の

万の称

地 体在 団所 治 町

員え
委超

理を金

管円
挙

他 員のの 委も額 そ 会る

・ 政所 の 長）住

の

地 体 橋在 団所 治

規
く部 づ一

基の
に）

定号
のお 体と 団の 治次 政を

及を

号制文 ）

支訂 収り

要

３

６業っ

第び男 行

）

製型

造事
製う型式の概

は所技技式

又業遊遊型

概要検検検検又代

」

造

の 製型申名 定表 定定は

」

）

年有 造式請称者 定

又代製う型式の
２

改
に

遊型 表 定定は造事

検検

所技技 者 の申名又業遊

検

１

之を

康）

有請称は

造事
製う型式の概要検

式定 又業遊遊型製型定

告す 報正

年 造 は所技技

表 定は
検又代

の。 書る

検の機機試

請称者

申名

区番 者

査所のの験 式業

行地類分名名号

を在種

株 三ぱ遊

式 重ち技

県ん機が会

桑このっ社

市技定んュ

名遊認てニ
ン

字び梁ギ

大機及棟ー

び 番効 業の 試者及

下型

名

番氏住 期 者氏 月 験の
愛株代

名号日号間名所

平第公 株

示知式表 成 式

の県会取 会

日名社締 年 社

古ニ役 ソ

成市ー新

フ月号平屋ュ

ィ

中ギ井 ア日

の 者及検の機機

年村ン

期氏 のび査所のの 効式

地類分名

氏住を在種区

間名所名行

公群株代群ぱ遊
ん機動

示馬式表馬ち技

締桐この物

の県会取県

生ソ役生遊認占

日桐社

平市フ市技定い

置野び

成境ィ井境機及

野ア

業 検の機機試

年町町型

番 者月 査所のの験番 式
分名名号日号

を在種区

平第

行地類

マ 愛ぱ遊

成 ル 知ち技

県ん機ホ

年 ン 春この

日遊認ア工

井技定ド業月号

市機及ベ株

及

山型チ会

桃びン式日

名所名

氏住氏 のび
の 者

締

県ホ取

知ル表

愛マ代

市株岸

井業
日工役

春ン
山会
桃式

山等

字定

部検

谷の

深式
す

原関

之に

一 る五 規 番

七

区悠

６
第
則 １

森
月烏司

ら目
か丁

）三
日町

３

七定七式

間地
年番

目目検

月丁男丁の
定 日

等
す

ら関 地地 かに 番番 ）

ャ社

６
第
則

間規

年る

３

１のー

町式

丁検

目定
等
にア

規リ
るポ

すア 地関ク 番

則ス

目
丁

１夫

町社勇

６
第

１
第

条

イ
号
１

第
条

地
番

イ
号
１

第
条

イ
号



事

検検又代製う型式
６

名又業遊遊 表 定定は造

有請称は所技技 者 の申

のの 効の 者及検の機機

のび査所

北 海

事
う型式の概要検検

５
技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

検検又代製う型式の
４

業遊遊型 表 定定は造事

称は所技技 者 の申名又

式 の 者及検の機機 有請
のび査所のの 効

号

検検 平
成定
十定
四年

年

月番

十

類分

氏住を在種区 期氏
代佐回遊

間名所名行地

示阪式表賀胴技

公大株

小遊の

の府会取県式機

大パ役城技認

日東社締
オ野牛及

平阪イ郡機定

長ニ口津び

成市
中三大式

年田ア町型

在種区番 者

月一次字の

平第

地類分名名号日号

佐回遊オ株

成 賀胴技ア式

県式機ー会

年 小遊のゼ社

城技認パ

郡機定イ月号

牛及オ

の

大式

町型ア

津びニ日

名行

番氏住を 期 者氏

字

大株代

名号日号間名所

平第公 株

示阪式表 成 式

の府会取 会

日東社締 年 社

大パ役 平

成市オ野

和月号平阪イ
長ニ口 日

中三

年田ア

住を在種区 期氏

月一次

間名所名行地類分名

氏
公群株代群ぱ遊
ん機・

示馬式表馬ち技

締桐このス

の県会取県

生平役生遊認ー

日桐社

機及ー

平市和市技定パ

沢島沢びマ

成広中広

年町町型ン

２２式

月丁潤丁の

二日号 月
二平第 十成 四
日年

月号
日 火

曜

丁下検

１に

）４川等

日目砥定

３号地す

ら６番関

か番

第
条
６
第
則

間規

年１る

番関

１に

川等

砥定

下検
第
条
６
第
則
規

１る

地す

丁
３号

ら６
か番

）４
日目

目目検

間
年

定 日

等 ）

のす

ら地地関

か番番に
第
則

間規

年８８る

３の

第
条
６

日

定は

検検検検又代
号
２

称者 定の 型申名 定表 定

の概要

８

号
２

年有 式請

は造事

検又代製う型式

申名又業遊遊型製 表 定
検

７

造 請称は所技技 者

型定定

型式の概要検検

造 技技式定の 遊遊型製

検又代製う
イ
号
１

年有

定表 定定は造事

検検検

は所 者 定の 型申名又業 型製
の概要

年有 式請称

験のび 番効の 試者及

造

間名所名

番氏住 期氏 月
平第公群株代

号日号
示馬式表 成

の県会取

日桐社締 年

生平役

成広中

月号平市和
沢島 日

業 の 者及検の機機

年町

区者 氏 のび査所のの式

地類分名名

氏住を在種

株

名所名行

式

愛株代愛ぱ遊
ん機モ会

知式表知ち技

締春このン社

県会取県

日竹役日遊認ス竹

春社

機及ー

井屋井技定タ屋

型ン

美内美びマ

市竹市

験番効 式業 機機試

濃濃

号間

種区番期 者月 のの

平第公

類分名名号日

タ ぱ遊

示 成 イ ち技

の ん機マヨ

日 年 このリー

遊認ンエ

成

技定キレ月号平

機及ャッ

びック日

の 試者及検の

型チ株年

期氏 月 験のび査所 番効
名所名行地

番氏住を在

第公愛タ代愛

号日号間

平

示知イ表知 成

の県ヨ取県

日名ー締名 年

古エ役古

市ッ佐市

月号平屋レ屋

成
西ク藤西 日

名名
者

式業

年区株英区

パパ
ン社
ト会

ン式
ト株

２

ア
クニ
ッオ

ニイ

目
月丁潤

日
）

シ

間
年８
３の
ら地

か番

ン

二博二のョ

町正町式

丁丁検
等

目目定
則
規

る
す

地地関

番番に
６
第

式ャ式

のー会月

社 検

日
年

す３

関ら

にか

等）

定

見式理見

６
第

則
規間

る

町社町

月寄会子寄

日
間
年

３
ら地地 か番番 ）

一
五
八

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条



式の概要検検検平

定成 遊型製型定

十

造 技式定の

四 機試年有

年

月 の験番効 式業

十

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

事

代製う型式の概要検

又業遊遊型製型定 表造

機試年 造 は所技技式 者

所のの験 式業 の検の機

月 査

第

は

の概要検検検検又

９

定の 型製型申名 定定定

業試者及 年有 造式請称

月 験のび 番効 式

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

二 分名名号日号間月
二 平第公 株 遊十 示 成 式 技四 の 機動会日 日 年 の物社

認占ソ

成

定いフ月号平

ィ 及
びア日火 型年

式曜

類

氏住を在種 期氏

の月

代群ぱ

号間名所名行地

示馬式表馬ち

第公群株

の県会取県ん

日桐社締桐こ

生ソ役生遊

ィ井境機

号平市フ市技

野ア置野

成境
七定七

年町町

在種区番 者 氏

月丁男丁

名行地類分名名号日

を

平 株 代群ぱ遊

成 式 表馬ち技

取県ん機・会

年 締桐このス社

役生遊認ー平

市技定パ和月

中広機及ー

町型ン

島沢びマ日

２式

名所

番氏住 期 者

潤丁の

第公群株

名名号日号間

平 株

示馬式 成 式

の県会 ・会

日桐社 年 ス社

生平 ー平

成広

パ和月号平市和

ー

沢 マ日

２

ン年町

行地類分

を在種区

月丁

の

県ん機

馬ち技

群ぱ遊
機及

市技定

生遊認

桐こ

丁の

２式

町型

沢び

広

検日

す３

関ら

にか

等）

定日

目

第
条
６
第
則
規間

る年

目
日

間
年
３
ら地地 か番番 ）

定

目検
等

則
規

８る

のす

地関

番に

目

第
条
６
第

日
）

検

間
年８
３の

ら地
か番

定

目

等
則
規

８る

のす

地関

番に

イ
号
１

第
条
６
第

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は の 製型申名 定表 定定は

号
１

年有 造式請称者 定

イ
事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所 称は 者

申名又 表 定は造

の験 式業 検の機機試

請

号

を在種区番 者

査所の

行地類分名名
サ 埼ぱ遊

ミ 玉ち技

県ん機幻ー

川この獣株

市技定王会

越遊認覇式
社

試者及

一型

台び

南機及

者氏 月 験のび 番効 業の

日号間名所名

番氏住 期

平第公東サ代

名号
サ

示京ミ表 成 ミ

の都ー取 ー

日豊株締 年 株

島式役 式

成東社里

会月号平区会

社

池見 日

式 の 者及検の機機

年袋

区 期氏 のび査所のの 効

行地類分名

氏住を在種

間名所名

公東サ代埼ぱ遊
ん機幻

示京ミ表玉ち技

締川この獣

の都ー取県

島式役越遊認覇

日豊株

平区会市技定王

見台び

成東社里南機及

池

式業 の機機試

年袋一型

種区番 者月 所のの験番
第

地類分名名号日号

在

平 株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機動会

年 桐この物社

生遊認占ソ

市技定いフ月号

ィ 境機及

ア日

び査
の 者及検

町型

野び

代

名所名行

氏住を 氏 の
社締

県会取

馬式表

群株
置

境ィ井

市フ
生ソ役

桐

検

目の

丁式

町
野ア

す
関

８に

地等

番定

一 る五 規九

二

６
第
則

目
月丁治

日

式

間
年
３
ら号

か２
）番

二丁

検

月丁治目の

目

番定 日
号関

か２８に

）番地等
６

第
則

間規

年る

３す

ら

定

目検

丁の

七式
等

６
第
則

規
る
す
関 地に 番

目
丁男

七定

１
第

条

イ
号
１

第
条

地
番

イ
号
１

第
条

イ
号



は造事

検検又代製う型

者 の申名又業遊 表 定定
及検の機 有請称は所技

のび査所の 効の 者

北 海

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

検検 平
成定
十定
四年

年

月番

十

行地類

氏住を在種 期氏
株代沖神群回

間名所名

示京式表縄奈馬胴

公東

伊遊

の都会取県川県式

県

オ役覇横勢技

日台社締

東

港市市

平区リ市浜崎機

上ピ原町中日

成東ン石
昌丁新出

年野ア３区乃

二

種区番 者

月丁幸目山町

第

地類分名名号日号

在

平 サ 埼ぱ遊

成 ミ 玉ち技

県ん機幻ー

年 川この獣株

越遊認覇式

市技定王会月号

社 南機及

氏

目の

丁式

一型

台び日

名所名行

番氏住を 期 者

第公東サ代

名号日号間

平 サ

示京ミ表 成 ミ

の都ー取 ー

日豊株締 年 株

島式役 式

成東社里

会月号平区会

社

池見 日

二
年袋

住を在種区 期氏

月丁治

間名所名行地類分名

氏
公東サ代埼ぱ遊
ん機幻

示京ミ表玉ち技

締川この獣

の都ー取県

島式役越遊認覇

日豊株

平区会市技定王

見台び

成東社里南機及

池
二丁式

年袋一型

月丁治目の

二日号 月
二平第 十成 四
日年

月号
日 火

曜

目４下
番３ 日

丁 ）番
３番

ら号３

か７号目

年

検

間号 規
る
す
関

８に

地等

番定

目

第
条
６
第
則

日

検

間
年
３

ら号
か２

）番

目

番定 日
号関

か２８に

）番地等
６
第
則

間規

年る

３す

ら

第
条

日

定は

概要検検検検又代
者 定の 製型申名 定表 定

イ
号
１

年有 造式請称

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製

イ
号
１

年 造 所

定表 定定は造

要検検検

称は 者 定の 製型申名又

年有 造式請

の 試者及

技
遊型

式の概

期 者氏 月 験のび 番効 業
号日号間名所名

番氏住

平第公愛株代

名
株

示知式表 成 式

の県会取 会

日名社締 年 社

古三役 三

成市物金

洋月号平屋洋

物

千産沢 産日

式 の 者及検の機機

年種

区 期氏 のび査所のの 効

行地類分名

氏住を在種

間名所名

公愛株代愛ぱ遊
ん機新

示知式表知ち技

締名この海

の県会取県

古三役古遊認物

日名社

平屋洋屋技定語

千び５

成市物金市機及

千産沢

式業 の機機試

年種種型

種区番 者月 所のの験番
第

地類分名名号日号

在

平 ぱ遊夢株

成 ち技の式

ん機超会

年 この特社

遊認急大
一月号 技定

商 機及

業の 試者及検

型
び会日

期 者氏 月 験のび査 番効
号間名所名行

番氏住を

平第公愛株代愛

名号日

株

示知式表知 成 式

の県会取県 会

日名社締西 年 社

古大役春 オ

商市井

リ月号平屋一日

成市 ン

中会原郡 ピ日

分名
区
の式 機

ア年村西

認オ
のニ
機ト

技ン
遊ア

区要

型ト
びキ
及ノ

定イ

池
月今求

３番
ら９
か目
）丁

日三
年

区要区式

間号

池池検

月今求今の

目に

）丁丁等

日三二定

３番番す

ら９１関

か目

る 年

検
の
式

６
第

則

間号号規

６
第

則
規

る
す

関
に

等
定

春 区
付大

月鴨明町
字

か丁村

）一沖

日町字
西

ら目
３

イ

地
番
１

間地川

年番ノ

チ
等パ
定ノ
検ナ

のウ
式

すロ
関ス

に

一るキ 六規 〇

第
条

イ
号
１

第
条

６
第

則
号
２

第
条

イ
号
１
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四 機試年有

年

月 の験番効 式業
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造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

事

代製う型式の概要検

又業遊遊型製型定 表造

機試年 造 は所技技式 者

所のの験 式業 の検の機

月 査

第

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

二 分名名号日号間月
二 平第公 株 遊十 示 成 式 技四 の 機新会日 日 年 の海社

認物三

成

定語洋月号平

物 及

産日 び火 型年

式曜

類

氏住を在種 期氏

の月

代愛ぱ

号間名所名行地

示知式表知ち

第公愛株

の県会取県ん

日名社締名こ

古三役古遊

物金市機

号平屋洋屋技

千産沢千

成市
区要区

年種種

在種区番 者 氏

月今求今

名行地類分名名号日

を

平 株 代愛ぱ遊

成 式 表知ち技

取県ん機新会

年 締名この海社

役古遊認物三

屋技定語洋月

物 金市機及

産日 沢千び

期 者

求今の

要区式

種型

名号日号間名所

番氏住

平第公愛株

名
株

示知式 成 式

の県会 新会

日名社 年 海社

古三 物三

成市物

語洋月号平屋洋

物

千産 産日

区
年種

行地類分

を在種区

月今

の

県ん機

知ち技

愛ぱ遊
機及

屋技定

古遊認

名こ

今の

区式

種型

千び

市

検日

す３

関ら

にか

等）

定日

池

第
条
６
第
則
規間

る年

池

１

か目目

）丁丁

日三二

３番番

ら９
年

に

丁等

二定

池検

間号号

る

番す

１関

目

池

第
条
６
第
則

号規

３番
ら９

か目
）丁

日三
年

目に

丁等

二定

池検

間号

る

番す

１関

イ
号
１

第
条
６
第
則

号規

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は の 製型申名 定表 定定は

号
１

年有 造式請称者 定

イ
事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所 称は 者

申名又 表 定は造

の験 式業 検の機機試

請

号

を在種区番 者

査所の

行地類分名名

神神回遊ア株

奈奈胴技プ式

川川式機サ会

県県遊のラ社

機定－イ

横横技認スエ
ペ

浜浜
市市及

者及

北北型ク

港港びッ

氏 月 験のび 番効 業の 試

号間名所名

番氏住 期 者

平第公東株代

名号日

株

示京式表 成 式

の都会取 会

日台社締 年 社

東エ役 ニ

成上ペ望

ュ月号平区イ

ー

野ッ月 ギ日

者及検の機機

ン年七ク

氏 のび査所のの 効式 の

類分名

氏住を在種区 期
間名所名行地

公愛株代三ぱ遊
ん機が

示知式表重ち技

締桑このっ

の県会取県

古ニ役名遊認て

日名社

機及棟

平屋ュ市技定ん

ギ井字び梁

成市ー新大

中

業 の機機試

年村ン下型

区番 者月 所のの験番 式

地類分名名号日号

在種

平第 株 三ぱ遊

成 式 重ち技

県ん機が会

年 桑このっ社

名遊認てニ

市技定んュ月号

大機及棟ー
ン

字び梁ギ日

氏 のび査
の 者及検

下型

愛株代

名所名行

氏住を
役

名社締

県会取

知式表

中ギ井

市ー新

屋ュ
古ニ

検

新新の

区区式ス

村ン

等

町町定

羽羽

に

地す 地番関 番

一 る １

六 規一

丁ス光

６
第
則

６
月目三

間
年

３
ら

か号
）５

日番

区悠深式

森部検

月烏司谷の

之に

）三山等

日町字定
す

ら目原関

か丁
３

る
６
第
則 １ 間地規 番 年番

山等

字定

部検

谷の

深式
す

原関

之に
る

烏司

区悠

６
第
則 １規 番

目
丁

三
町
森

号
１

第
条

号
２

第
条

地
番

イ
号

１
第
条

イ



造事

検検又代製う型式

申名又業遊遊 表 定定は

機 有請称は所技技 者 の

所のの 効の 者及検の機

のび査

北 海

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

検検 平
成定
十定
四年

年

月番

十

類分

氏住を在種区 期氏
代愛ぱ遊

間名所名行地

示知式表知ち技

公愛株

名この

の県会取県ん機

古高役古遊認

日名社締
内市機及

平屋尾屋技定

中ヶ中び

成市
区敏区式

年川島川型

在種区番 者

月太博蔦の

平第

地類分名名号日号

三回遊ヒ高

成 重胴技ラ砂

県式機ケ電

年 度遊のゴ器

会技認マ産

郡機定ッ業月号

玉及コ株

蚊式社

町型会

城び式日

行

番氏住を 期 者氏

野の

高代

名号日号間名所名

平第公大 高

示阪砂表 成 砂

の府電取 電

日大器締 年 器

阪産役 産

成中株石

業月号平市業

株

央式井 式日

南社治

会年区会

社

住を在種区 期氏

月船夫

間名所名行地類分名

氏

技リ

公大高代三回遊ド

県式機セ

示阪砂表重胴

器締度遊のブ

の府電取

阪産役会技認ジ

日大

玉及ニ

平市業郡機定ュ

央式井城びア

成中株石

南社治蚊式

年区会町型

月船夫野の

二日号 月
二平第 十成 四
日年

月号
日 火

曜

平元検

丁に

）一一等

日通町定
す

ら目目関

か丁
３３

第
則

間地地規

年番番る

に

原等

松定

字検

第
条
６

関
る

番す
規

）第

場条

工６

勢第

伊則

場
３番

ら９
か目

）丁
日二

年

場字検

間号

に

）丁原等

日二松定

か目

関 ら９

る

３番番す

年
間号規

）第

場条

工６

勢第

伊則

日

は

検検検検又代
ロ
号
１

者 定の 型申名 定表 定定

号
２

年有 式請称

検又代製う型式の概要

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

造

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

検又代製う
号
２

年有 造

定表 定定は造事

検検検

は所 者 定の 型申名又業 型製
の概要

年有 式請称

験のび 番効の 試者及

造

間名所名

番氏住 期氏 月
平第公群株代

号日号
示馬式表 成

の県会取

日桐社締 年

生平役

成広中

月号平市和
沢島 日

業 の 者及検の機機

年町

区者 氏 のび査所のの式

地類分名名

氏住を在種

株

名所名行

式

愛株代愛ぱ遊
ん機フ会

知式表知ち技

締名このル社

県会取県

古高役古遊認ー高

名社

機及ポ

屋尾屋技定ツ尾

型チ

中ヶ中びン

市内市

番効 式業 機機試

川島川

間

種区番期 者月 のの験
平第公

類分名名号日号

株 ぱ遊

示 成 式 ち技

の ん機フ会

日 年 このル社

遊認ー高

成

技定ツ尾月号平

機及ポ
びン日

効の 試者及検の

型チ年

在 期氏 月 験のび査所 番
間名所名行地

番氏住を

平第公愛株代愛

号日号
示知式表知 成

の県会取県

日名社締名 年

古高役古

成市内市

月号平屋尾屋

中ヶ中 日

株
名名

者
式業

年川島川

式
す尾

ま高
せ社
虎会

２
目

月丁潤

日
）

間
年８

３の
ら地

か番

元検

太博蔦の

区敏区式

丁丁に

一一等

通町定

平

す

目目関

３

６
第
則

地地規

番番る

式
の月

検
す３

関ら

にか

等）

定日

区敏区

６
第
則

規間

る年

平元

月太博蔦
目

か丁丁

）一一

日通町

ら目
３３
間地地

年番番 一
六
二

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条
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造 技式定の

四 機試年有

年

月 の験番効 式業

十

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

事

代製う型式の概要検

又業遊遊型製型定 表造

機試年 造 は所技技式 者

所のの験 式業 の検の機

月 査

第

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

二 分名名号日号間月
二 平第公 遊ハテ十 示 成 技カク四 の 機イノ日 日 年 のオコ

認ウー

成

定シ月号平

及ン

び株日火 型式年

式会曜

氏住を在種 期氏

の社月

栃回

号間名所名行地類

京ク表木胴

第公東テ代

示
の都ノ取県式

日台コ締下遊

東ー役都技

台ン河郡

号平区シ賀機

東株田野

成
丁会節町

年三式木

種区番 者 氏

月目社子大

行地類分名名号日

を在

平

名
代兵回遊ニ株

成 表庫胴技ュ式

取県式機ー会

年 締伊遊のペ社

役丹技認ガエ

市機定サマ月

赤北及ス

日

丁の

泰９式

丹型

松伊び

号間名所

番氏住 期 者

治

平第公兵株

名名号日

株

示庫式 成 式

の県会 ・会

日伊社 年 ス社

丹エ ー平

成北

パ和月号平市マ

ー

伊 マ日

９

ン年丹
月丁

ぱ遊

行地類分

を在種区

桐この

県ん機

馬ち技

群

び

広機及

市技定

生遊認

丁の

２式

町型

沢

検日

す３

関ら

にか

等）

定日

字

第
条
６
第
則
規間

る年

６

赤

日番南

）
か号塚

ら
３

定

目検

間
年

規
る

４す

の関

地に

番等

目

第
条
６
第
則

日
間
年
３４
らの

か地
）番

定

目検
等

則
規

８る

のす

地関

番に

号
２

第
条
６
第

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は の 製型申名 定表 定定は

号
２

年有 造式請称者 定

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所 称は 者

申名又 表 定は造

の験 式業 検の機機試

請

号

を在種区番 者

査所の

行地類分名名
タ 愛ぱ遊

イ 知ち技

県ん機マヨ

名このリー

屋技定キレ

古遊認ンエ
株

西びック

市機及ャッ

番効 業の 試者及

区型チ

番氏住 期 者氏 月 験のび
タ代

名号日号間名所名

平第公愛 タ

示知イ表 成 イ

の県ヨ取 ヨ

日名ー締 年 ー

古エ役 エ

成市ッ佐

レ月号平屋レ

ッ

西ク藤 ク日

及検の機機

株年区株英

のび査所のの 効式 の 者

分名

氏住を在種区 期氏

間名所名行地類

公愛タ代愛ぱ遊
ん機マ

示知イ表知ち技

締名このリ

の県ヨ取県

古エ役古遊認ン

日名ー

機及ャ

平屋レ屋技定キ

ク藤西びッ

成市ッ佐市

西

機機試

年区株英区型チ

者月 所のの験番 式業 の

分名名号日号

在種区番
平第

地類

三ぱ遊ザ株

成 重ち技リ式

県ん機ざ会

年 桑このん社

名遊認すニ

市技定ュ月号

大機及ー

者及検
下型ン

字びギ日

名行

氏住を 氏 のび査
の

会取

知式表

愛株代

名所
新

屋ュ
古ニ役

名社締

県

式ャ式

村ン
中ギ井

市ー

社

寄のー会

見

定

町検
等

す
関 地に 番

一 る六 規三

見式理

６
第
則

式

町社

会月寄会子

社

日

式ャ

間
年
３
ら地 か番 ）

見式理見

月寄会子寄のー

町社町検
定 日

等
す

ら関 地地 かに 番番 ）

深式

６
第
則

間規

年る

３

之に

山等

字定

部検

谷の
す

原関
る

烏司

区悠

６
第
則 １規 番

目
丁

三
町
森

１
第

条

イ
号
１

第
条

地
番

イ
号
１

第
条

イ
号



北

次 海

の平 道

と成 警 検お 察

り年 定本

の一 部

般月 告 有

競 示 効

争日 第

北 海

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

検検 平
成定
十定
四年

年

月番

十

入 期
間札 道

号

以 公

警

の下 示
日察

札
入
」 平

本と 成

い 年部う
。

名号日号

在種区番 者

月

平第

地類分名

埼回遊モサ

成 玉胴技ウミ

県式機ジー

年 川遊のュ株

越技認ウ式

市機定オ会月号

南及ウ社

日

者氏

目の

丁式

一型

台び

間名所名行

番氏住を 期

平第公東サ代

名号日号

サ

示京ミ表 成 ミ

の都ー取 ー

日豊株締 年 株

島式役 式

成東社里

会月号平区会

社

池見 日

二
年袋

住を在種区 期氏

月丁治

間名所名行地類分名

氏

技ン

公東サ代埼回遊レ

県式機キ

示京ミ表玉胴

株締川遊のン

の都ー取

島式役越技認

日豊
社里南及

平区会市機定

池見台び

成東
二丁式

年袋一型

月丁治目の

二日号 月
二平第 十成 四
日年

月号
日 火

曜

） 告を

）実 日

示

検

間
年。 ３る らす か施

規
る
す
関

８に

地等

番定

目

第
条
６
第
則

日

検

間
年
３

ら号
か２

）番

目

番定 日
号関

か２８に

）番地等
６
第
則

間規

年る

３す

ら

第
条

日

４５
札 札

札入入開開入

入入

の参 保 行札札札札に

執

３

号
２

場場日場日加

約海海話

次格契北北電

有が条道道番

の平を道
す行項札警号

い成
ず
れ年るうを幌察

２
に北こ指示市本

ソソ防達に

調納納札
入

加

刀フフ顔を入入参

短
警短る期場す

トト面す

胴小ま逮警警

アイ
号
２

術ょ

捕手た捕棒じ

逮面

１

防て用う

術当

る
すす
付を
に達
札調
入

所時所時金よ

所し
証 る

す

日と

びう

及
海海成ににる

時北北平
同同者 道道
１。。、

札警年じじは
の

市本月そ

幌察
中部
区階の

央１日者

も海と名す中部－

該道。競場央総

入北部－ 当告争所区務

す示
る第札２会

に条計 こ
。又す７内 と号関西課

はる丁線

平指目

成名
を

品限所者

棒刀物る

年停

のに

仕必
約な

様平契要 本本本個

担資

等成
の

札月等

入２者
年当格

説

具具

書定

明日指

項品
事物

個個組個本本

入午見

量
数
び
及

称
名
の

も

２札前積

北
条会

目約

丁契

７た

西場時っ
額
金

道れ

海さ

北止

及
税

費
消

号こ

９い

第な

示い

告て

にす

物
る
す

定
規。

にと

警
道

海
北。所

る場

よる

察

一本

六部

四

の
品

税
費
消

方
地

び

上
長

男
都

美
原

資
の

入
購



ここ詳

アイ

平 名所のの細

成 入入は

十 在札札、

四 及の入

年 び執札

十 称地契行説

北 海

約

入る捨税相者契

アイ
あに

札落額て事当落で
者る関

札 金をた業す札
金とかす

決 額加金者る
あ額なをる

定 等算額で
をるをっ申事

に にし）

当 係た

道 公 報

８９

開に

落財て契要そ号

っ
規札 者札書掲

務 札入約

の 則の の作げ

定効の入

第時 決有成る
に

方な要札

法入否他及 条お

第

６７

。便便札交交

う郵郵入

第よよ明付付

）にに説

るる書

入入の場方

等及付所法 か札札交 条

号

保第

以証入
金札
を保号 下

の及 費付金７ 消納証の

等る納び 税す

二 約は明

月 は、書

二 北北電、公に

十 海海話調開よ

四 道道番達する

日

察幌続。

警札号手る。

の 本市

止

部中－停

総央

火 等

部北が － 務区

曜 有 会２

を

た る金もか入たし務
る担

っ 消額っ免札者出

て 費て税書は

す

は 税当落事に、こ当
。る

、 等該札業記落と

す決組

入 の金価者載札

とある定織

札 取額格で

い１するこ後の

書 扱に

や称

記円るかと速名

に
満で問か及

載未のを。

び 第い

れの、わにび

さ

２ 限の 項、 にこ １て 札

に 定規 。告 規に る公 の

る ため よす し定 に定 ）

札 め格 を入 定資 者る り

し 者関 予有 札に たを 落

電関 第びに ら

報す北北電
道番場

条にる海海話の

る項札警号所

まよ事道

の入幌察で

で

交 定札市本

す

めは中部－付

る、央総

る

こめ北部。 － と認区務

ろな２会

免道 ととの海 」こ付北
納規 。、務 う除財 い。

当方

相付則 ）
を等和 額法昭

含は

り

。地北 む、年

計条

日

丁。 線 ７る 内 課西得

目

札、費在

た端入ず消所

積等

額がに見税地

金数

っ課

当る加もの

にあ参
契事 金きるた税 該とす
金者 の、は約業 額は者
そ、
の消額で
る の
端費のあ 分
数税

か ５

い する 価な とす 定

金等

に 制の 。件 の者 る条 格

札し 範入反 のた違 限し

最務札 で財入 内、た 囲

無 の則、 低規は

７内 よ。西課

にい条計

。丁線 る

目

治規 の自道 ）方海
法則

の

施第 分

行
。 に

令号 ５
す

和下 当

昭以 相

分 令規 以

政務 額

年財 る

を係税 相の 額に免 に

事 当切る

効 価第

すり課に業

と 格

第則 上

。

も各る
す を条

」 の
札）い
号と 入

一
六
五
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曜
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平
成
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年
十

日
発
行

二
月
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日

火

曜

（
購
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送
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と
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月
額
三
千
四
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四
十
円
）

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

一
六
六

ト法
株制
式文
会書
社課道


